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研究の全体概要 

 

本研究では、高電圧パルス破砕技術及びその他の物理選別技術を組み合わせることで、アモル

ファスタイプの太陽光発電パネル中の多種材料を選択的に分離回収する全体プロセスの確立を目

指す。アモルファスタイプの太陽光発電パネルでは高価な銀や銅の含有が無いため、多結晶・単

結晶タイプ以上に、効率的かつ安価なリサイクル技術開発が必要である。当該技術の検討は、大

きな社会的・工業的意義があると考える。研究では、高電圧パルス破砕と物理選別技術の組み合

わせによって高品位でかつ粗粒のガラスを回収することを目指す。スズ含有残渣はスズ製錬の原

料とすることを検討する。スズ製錬に直接用いることが困難な場合には、多量の廃棄物を処理し、

かつスズも回収できる鉛製錬への投入を検討する。鉛製錬でのインジウム回収の可能性もある。

破砕技術では、封止材（EVA）の効率的な剥離分離がポイントとなる。破砕後のより詳細な物理選

別フローを提案するため、詳細な粒度、粒群毎の組成、密度、重液を用いた浮沈試験なども行う。

経験的な物理式を適用しながら具体的な物理選別装置の提案と物理選別フローの構築を行う。ま

た、他の一般的破砕方法との比較検討も行い、本手法の優位性を定量的に評価する。 

 

 



研究の全体概要図 

 

 


